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カルベンダジム（CAS no. 10605-21-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

カルベンダジムの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、動物試験の報告

において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、アンドロゲン様作用、視床下部―下垂体―甲状

腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告においてアンドロゲン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Rajeswaryら(2007a)によって、カルベンダジム 25mg/kg/dayを 48日間経口投与した成熟雄Wistar

ラットへの影響が検討されている。その結果として、血清中テストステロン濃度、血清中 17β-

エストラジオール濃度、ライディッヒ細胞中 3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ活性、

ライディッヒ細胞中 17β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ活性、ライディッヒ細胞中ス

ーパーオキシドディスムターゼ活性、ライディッヒ細胞中カタラーゼ活性、ライディッヒ細胞

中グルタチオンペルオキシダーゼ活性、ライディッヒ細胞中グルタチオンレダクターゼ活性、

ライディッヒ細胞中グルタチオン-S-トランスフェラーゼ活性、ライディッヒ細胞中 γ-グルタミ

ルトランスペプチダーゼ活性、ライディッヒ細胞中 G6P デヒドロゲナーゼ活性、ライディッ

ヒ細胞中還元型グルタチオン濃度、ライディッヒ細胞中ビタミン C 濃度、ライディッヒ細胞中

ビタミン E 濃度、ライディッヒ細胞中ビタミン A 濃度の低値、ライディッヒ細胞中過酸化脂

質生成量、ライディッヒ細胞中過酸化水素生成量、ライディッヒ細胞中ヒドロキシラジカル生

成量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Lu ら(2004)によって、カルベンダジム 25、50、100、200、400、800mg/kg/dayを４～５週齢か

ら 56日間経口投与した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、25mg/kg/day

以上のばく露群で精巣中アンドロゲン受容体発現量、精巣上体中アンドロゲン受容体発現量の

高値が認められた。 

また、カルベンダジム 675mg/kg/day を４～５週齢から 28 日間経口投与した雄 SD ラットへ

の影響への影響が検討されている。その結果として、精巣絶対重量の低値、精巣の組織病理学

的重篤度スコア、精巣上体の組織病理学的重篤度スコアの高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：アンドロゲン様作用 

 Faragら(2011)によって、カルベンダジム 150、300、600mg/kg/dayを妊娠６日目から妊娠 15日

目まで経口投与した ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、150mg/kg/day

以上のばく露群で着床後胚消失率、同腹死亡胎仔数の高値、300mg/kg/day以上のばく露群で体
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重、増加体重、日毎摂餌量(妊娠９、12、15、17 日目)、子宮絶対及び相対重量、血清中 17β-

エストラジオール濃度、血清中プロゲステロン濃度、同腹生存胎仔数、胎仔体重の低値、血清

中総コレステロール濃度、血清中グリセリド濃度、血清中総蛋白質濃度、血清中グルコース濃

度、血清中クレアチニン濃度、初期胚吸収発生率、胚吸収が認められる妊娠率、胎仔骨格奇形

発生率の高値、600mg/kg/day のばく露群で後期胚吸収発生率、総胚吸収が認められる妊娠率、

胎仔外表奇形発生率、胎仔内臓変化発生率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(２)甲状腺影響 

 Barlas ら(2002)によって、カルベンダジム 150、300、600mg/kg/day を 15 週間経口投与した雄

Wistar Swiss ラットへの影響が検討されている。その結果として、150mg/kg/day以上のばく露

群で甲状腺の組織病理学的変化発生率、副甲状腺の組織病理学的変化発生率、副腎の組織病理

学的変化発生率の高値、300mg/kg/dayのばく露群で血清中トリヨードサイロニン濃度の高値が

認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 

(３)アンドロゲン作用 

 Lu ら(2004)によって、カルベンダジム５、50、500μM(=956、9,560、95,600μg/L)の濃度で SD

ラット精巣及び精巣上体由来アンドロゲン受容体を用いた結合阻害試験が検討されている。そ

の結果として、５μM(=956μg/L)以上の濃度で 5α-ジヒドロテストステロン１nM に対する結合

阻害が認められた。 

 

(４)卵巣顆粒膜様腫瘍細胞への影響 

 Morinaga ら(2004)によって、カルベンダジム 10μM(=1,910μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒ

ト卵巣顆粒膜様腫瘍細胞 KGN への影響が検討されている。その結果として、アロマターゼ相

対発現量の高値が認められた。 

また、カルベンダジム 10μM(=1,910μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト卵巣顆粒膜様腫瘍

細胞KGNによるレポーターアッセイ(CYP19プロモータ配列をもつレポーター遺伝子導入細胞

を用いたルシフェラーゼ発現誘導)への影響が検討されている。その結果として、ルシフェラー

ゼ発現誘導が認められた。 

想定される作用メカニズム：その他の作用（アロマターゼ活性上昇作用） 
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